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今月の話題 

2025 年 4 月、建築基準法が改正され、住宅を建てる・直す際のルールが大きく変わります。特に見直さ
れるのは、断熱性能と耐震性。そして、これまで木造 2 階建てなどで設計図の詳細審査が省略されていた
「4 号特例」の縮小です。今後は、こうした住宅でも確認申請が必要となり、設計段階で省エネ性や構造の
安全性がきちんとチェックされることになります。 

 
一見、手続きが煩雑になるように思えますが、これは住宅の質を高め、

⾧く安心して住める社会づくりの一環。国全体として、住宅ストックの
性能向上を図ろうという流れの中にあります。 

 
同時に、リフォームも大きく変わります。これまで申請が不要だった

工事も、施工面積が過半を超える場合には確認申請の対象になります。
物価高騰から、空き家リフォームで安価で良質な住まいを得ようとする
人が増えていますが、省エネ改修や耐震補強といった高性能リフォーム
は、いっそう手間や費用がかかるようになります。その一方で、人件費
や材料価格は高騰し、確認申請の審査期間も⾧期化する傾向に。計画に
は十分な余裕が求められる時代です。 

 
こうした流れを受けて、国や自治体による補助金制度にも注目が集まっています。たとえば「子育てエコ

ホーム支援事業」では、省エネ性能を満たす住宅やリフォームに対して補助金が支給されることがあります。
家づくりやリフォームにかかる負担を少しでも軽減できるのはありがたいことです。 

 
ただし、補助金を得ることが目的化してしまうと、本来の「自分たちらしい、住み心地の良い家」をつく

るという軸がぶれてしまうことも。制度をうまく使いながらも、本当に大切なのは、自分たちの暮らしに合
った、心地よく⾧く住める家をつくることです。その視点を忘れずにいたいものです。  
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スキンケアと心の関係 
 
① ストレス軽減とリラックス効果 

スキンケアには、ストレスを和らげ、リラクゼーションを促す効果があります。たとえば、化粧水の感触
や香りを思い浮かべてみてください。「シルクのようにやわらかい」「爽やかでフレッシュ」「クリーミーでし
っとり」「軽やかで清涼感がある」といった表現にあるように、快適な感覚が五感を心地よく刺激しま
す。こうした感触や香りは、幸福感に関わるホルモン「オキシトシン」の分泌を促すことが確認されて
おり、心の安らぎや幸福感の向上につながるとされています。たとえば、フェイシャルエステやボディオイ
ルを使ったスキンケアでは、肌への刺激によってオキシトシンが分泌され、ストレスが軽減されるといわ
れています。 
 

② 自己肯定感と自信 
スキンケアは、肌の美しさを保つだけでなく、自己肯定感や自信の向上にも影響を与えることが、近
年の研究で明らかになっています。また、スキンケアは自己表現の一環であり、自分と向き合う大切
な時間でもあります。肌を丁寧に手入れすることで、自分自身を大切にする意識が高まり、前向き
な自己イメージを築くことができるのです。見た目の美しさを求めるだけでなく、心の健康にも良い影
響を与える点が、スキンケアの大きな魅力といえるでしょう。 
 

③ モチベーションアップ 
スキンケアを行う理由のひとつに、「若々しさを保ちたい」「気分を高めたい」といった心理的な動機が
あります。肌の調子が良いと、それだけで気分が明るくなり、心も前向きになります。肌の状態とメン
タルは密接に関係しており、肌が整っていると幸福感や心の安定感につながりやすくなるのです。 
「今日は肌の調子が良くて、気分もいい」といった経験は、多くの方が実感されているのではないでし
ょうか。 
 

スキンケアによって心地よさを感じることができれば、それは肌だけでなく、心の健康にも良い影響をもたら
します。スキンケアは、ただの習慣ではなく、自分の心と向き合う大切な時間にもなります。 
肌と心を同時にケアできるという点で、まさに一石二鳥といえるでしょう。毎日のスキンケアが、ストレスをや

わらげてくれる優しい時間になれば、日々の生活もより充実したものになります。 
メンタルが安定すると、肌の状態も良くなるという相互作用もあります。肌と心、どちらも大切にしていきた

いですね。 

【美肌への近道】―スキンケアとメンタルの関係― 

今回は、スキンケアとメンタルの関係についてお話しします。 

 

スキンケアは、単に肌の健康を保つためのものではなく、心の健康とも深く関係しています。皮膚は身体の中で
最大の器官であり、脳や免疫システムと密接に関わっています。近年では「皮膚-脳軸」という概念が注目され
ており、皮膚の状態が精神的な健康に直接影響を与えることが明らかになっています。つまり、健やかな肌は、
心の安定にもつながり、ストレスや不安の軽減にも寄与するのです。 



 

 
 
 

 

 

 

   

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― サンドイッチ サンドイッチ― 

【夢が詰まった本の世界へ】―家族と過ごす― 

サンドイッチを作ろう!真っ白なふわふわのパンにバター
を塗って、レタスをのっけて。トマトにハムにチーズをのせ
て、お次に登場するのは何でしょう?サンドイッチができる
までを、俯瞰的な視点から描いた絵本です。 
登場する食べ物は、どれもみずみずしく鮮やかな色彩で描

かれています。リアルなタッチながら、ダイナミックな展開
で子どもたちの心を釘づけにした、大人気の食べ物の絵本。
幼いこどもにとってもっと身近な「食べる」ことの楽しさ、
すばらしさを伝えます。 
 

出版社 福音館書店 著者 作/小西 英子 
 

 空まで届くふしぎな家を、のぼって探検しよう。 
縦にながい画面が大迫力、いろいろな生き物に会いなが
ら、頂上を目指します。 
本の構造を使って、数字のことが分かる絵本です。著者
が数字の桁上がりがなかなか理解できない娘さんとのや
りとりの中で思いついた本です。教育的な絵本ではな
く、純粋に画面の面白さ、絵のディテールを子どもたち
が楽しんでいるうちに、何となく頭の中に数字の概念が
入ってくる絵本です。 
 
出版社 偕成社 岩井俊雄 

― 100 かいだてのいえ― 

ゴールデンウィークをおでかけする人も家で過ごす人にもおすすめの絵本を 
用意しました。 
 

5 月は、家族と一緒に過ごすのが気持ちいい季節ですね。近くの公園でお弁当を楽しみながら
過ごすのもいいですね。でも、休日に「子どもに何か意味のある体験をさせてあげたいな」
と考える方も多いのでは。休日を充実させると気持ちがリフレッシュされ、週明けからのや
る気やパフォーマンスがぐっと上がると言われています。例えば、小さな目標を立ててみる
だけでも、満足感が大きく変わりますよ。その一つとして、絵本を使って楽しく算数を学ぶ
時間を作ってみるのはいかがでしょう?お話を楽しみながら数を数えたり、形に注目したり
することで、遊び感覚で自然と学べます。さらに、家族みんなで取り組めば、「学ぶって楽し
い!」という気持ちを共有できて、いつもの時間がもっと特別なものになるはずです。ぜひ
試してみてくださいね。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

誰の顔にも顔ダニ 

顔ダニの顕微鏡写真 The Guardian 紙 

辛口コラム 
人の顔に 8 本脚の生き物が何千匹も住み着いています。顔ダニと呼ばれ、２種類いることが

分かっています。一つはニキビダニ。皮膚の表面に近い毛包に住んでいて、身⾧は 0.3~0.4
㎜ほど。住居である毛包に合わせて細⾧い形です。名前はニキビですがニキビの原因ではあり
ません。もう一つのコニキビダニは皮脂腺に住んでおり 0.15~0.2 ㎜と短身です。潜り込んで
いる毛穴で死んだ皮膚細胞や皮脂を食べて一生を過ごします。寿命は２週間程度。光を嫌い、
人が寝ている間に穴から這い出し、顔の上で繁殖します。寄生虫や病原と思われていました
が、近年の研究では毛穴の中の有害物や老廃物を食べる共生と考えられています。 

捕獲方法は、顕微鏡用のスライドガラスに瞬間接着剤を塗
り、乾かないうちに顔に張り付けて少し待ってから剥がす、
と言うやり方をやると毛穴の中のダニたちがくっ付いて出て
来ます。採取しても極小なので顕微鏡がないと見えません。
ネットで「顔ダニ」と検索すると、美容外科や皮膚科の顔ダ
ニ殲滅を宣伝が続々と出てきますが、ほんとに殲滅できるか
疑問です。近年の研究結果のように、微小な共生生物が老廃
物を食べてくれると考えるのが良さそうです。 

福島第一原発の爆発 福島中央 TV 

建築知識 東日本大震災（東北地方太平洋沖地震） 

もう一つの問題は原発事故です。真の解決には
未だ程遠く、幕引きには百年単位の時間がかかる
でしょう。排出された死の灰は風に乗って東京ま
で及び、千葉県のある建築業者は住宅建築用に所
有していた土地が放射能汚染されたため倒産に至
りましたが、補償はありませんでした。当然なが
ら地震動も強烈で、宮城県栗原市では震度 7 を観
測しました（震度 7 以上はなくこれが最大です）。
この町近くの工務店の社⾧によると、文字通り
「腰が抜ける」ほどだったとのことです。 

周囲には倒壊した住宅も少なからずあったそうですが、「旧耐震基準から新耐震基準に変わっ
た 1981 年の基準法改定前後で倒壊に差がありますか」と聞いてみたところ、意外にも大差は
感じないとの返事でした。むしろ、もともと水田だったとか沼だったとかいった地盤の強度に
よって倒壊した家が目立ったそうです。今日ほぼ全戸で行われる地盤調査や地盤補強は重要な
意味があります。 

2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が発生し、死者 15,900 人、行方不明者 2,500 人超という
被害が出ました。これは明治以降では、1923 年の関東大震災（死者・行方不明者約 10 万 5 千
人）、1896 年の明治三陸地震（同約 2 万 2 千人）に次ぐ規模となります。犠牲者の多くが津波
によるものであることが特徴的で、弊社取引先の社⾧も悲しいことに津波にさらわれ行方不明
となりました。地震発生から 1か月足らずして陸前高田市を訪れましたが、河口から車で10分
ほど上流まで津波が到達し、建造物が破壊されている様子を目撃しました。その範囲の広さと
津波の威力には驚かされました。 


